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第25 「首都直下地震等による東京の被害想定」における東京都の被害想定 

 

＜想定するシーン＞ 

時間帯によって人々の滞留特性は大きく異なるため、地震の発生時刻が変わると人的被害の発

生する様相も変化する。 

また、時間帯や季節によって火気器具等の使用状況が異なるため、火災の出火件数も変化する

と考えられる。このため、本調査では、想定される被害が異なる３種類の特徴的なシーン（季

節・時刻）を設定する。 

 

シーン設定 想定される被害の特徴 

基本シーン ①冬、朝５時 ・ 兵庫県南部地震と同じ発生時間帯 

・ 多くの人々が自宅で就寝中に被災するため、家屋倒壊による圧死

者が発生する危険性が高い。 

・ オフィスや繁華街の屋内外滞留者や、鉄道・道路利用者は少な

い。 

②冬、昼12時 ・ オフィス、繁華街、映画館、テーマパーク等に多数の滞留者が集

中しており、店舗等の倒壊、落下物等による被害拡大の危険性が

高い。 

・ 住宅内滞留者数は、１日の中で最も少なく、老朽木造家屋の倒壊

による死者数はシーン①と比較して少ない。 

③冬、夕18時 ・ 火気器具利用が最も多いと考えられる時間帯で、これらを原因と

する出火数が最も多くなるケース 

・ オフィスや繁華街周辺、ターミナル駅では、帰宅、飲食のた

め多数の人が滞留 

・ ビル倒壊や落下物等により被災する危険性が高い。 

・ 鉄道、道路もほぼラッシュ時に近い状況で人的被害や交通機

能支障による影響拡大の危険性が高い。 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7．3）の主な被害＞ 
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＜多摩直下地震（Ｍ7．3）の主な被害＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8．2）の主な被害＞ 
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＜立川断層帯地震（Ｍ7．4）の主な被害＞ 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の地震動分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の地震動分布＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の地震動分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の地震動分布＞ 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の液状化危険度分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の液状化危険度分布＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の液状化危険度分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の液状化危険度分布＞ 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の急傾斜地崩壊危険箇所＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の急傾斜地崩壊危険箇所＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の急傾斜地崩壊危険箇所＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の急傾斜地崩壊危険箇所＞ 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の全壊建物棟数分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の全壊建物棟数分布＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の全壊建物棟数分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の全壊建物棟数分布＞ 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の焼失建物棟数分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の焼失建物棟数分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の焼失建物棟数分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の焼失建物棟数分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の人的被害分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の人的被害分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の人的被害分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の人的被害分布（冬の夕方18時、風速8m/秒）＞ 
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第26 「首都直下地震等による東京の被害想定」における文京区の被害想定 

 

＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の主な被害＞ 
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＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の主な被害＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の主な被害＞ 
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＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の主な被害＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料編 

２ 被害想定関係 

資料編 ―102― 

第27 文京区地域危険度一覧表 

（平成30年10月１日現在） 

町名 町丁目 
建物倒壊 

危険度 

火災 

危険度 

災害時活動

困難度 

総合 

危険度 

大 塚 

一丁目 １ １ ３ １ 

二丁目 １ １ ３ ２ 

三丁目 １ １ １ １ 

四丁目 ３ ３ ２ ３ 

五丁目 ２ ２ ３ ３ 

六丁目 ３ ４ ４ ４ 

音 羽 
一丁目 ２ １ ２ ２ 

二丁目 ２ １ ２ ２ 

春 日 
一丁目 １ １ １ １ 

二丁目 １ １ ２ ２ 

小石川 

一丁目 ２ １ １ ２ 

二丁目 ２ ２ ２ ２ 

三丁目 ２ ２ ３ ３ 

四丁目 １ １ ２ ２ 

五丁目 ２ １ １ １ 

後 楽 
一丁目 １ １ １ １ 

二丁目 ２ ２ １ ２ 

小日向 

一丁目 ２ １ ４ ２ 

二丁目 ２ ２ ４ ３ 

三丁目 ３ ２ 5 ４ 

四丁目 ２ １ ２ ２ 

水 道 
一丁目 ２ １ ２ ２ 

二丁目 ３ ２ １ ２ 

関 口 

一丁目 ２ １ １ ２ 

二丁目 １ １ ３ １ 

三丁目 １ １ ２ １ 

千 石 

一丁目 ３ ３ ３ ３ 

二丁目 ２ ２ ３ ３ 

三丁目 ２ ２ ２ ２ 

四丁目 ３ ３ １ ２ 

千駄木 

一丁目 ２ ３ ３ ３ 

二丁目 ３ ３ ３ ４ 

三丁目 ３ ３ ２ ３ 

四丁目 ３ ３ １ ２ 

五丁目 ３ ４ ３ ４ 

西 片 
一丁目 ２ １ ２ ２ 

二丁目 ２ ２ ３ ３ 

根 津 
一丁目 ２ ２ ２ ２ 

二丁目 ４ ４ ２ ４ 

白 山 

一丁目 ３ ２ ２ ３ 

二丁目 ２ ２ ２ ３ 

三丁目 ３ ２ ３ ３ 

四丁目 ２ ３ ４ ３ 

五丁目 ２ １ ２ ２ 
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町名 町丁目 
建物倒壊 

危険度 

火災 

危険度 

災害時活動

困難度 

総合 

危険度 

本駒込 

一丁目 ２ ２ ２ ３ 

二丁目 ２ ２ ３ ３ 

三丁目 ２ ２ ２ ３ 

四丁目 ２ ２ １ １ 

五丁目 ２ ２ １ １ 

六丁目 １ １ １ １ 

本 郷 

一丁目 １ １ １ １ 

二丁目 ２ １ １ １ 

三丁目 １ １ １ １ 

四丁目 ２ ２ １ ２ 

五丁目 ２ ２ ２ ３ 

六丁目 ２ ２ ２ ３ 

七丁目 １ １ ２ １ 

向 丘 
一丁目 ２ ２ ２ ３ 

二丁目 ２ ２ ２ ２ 

目白台 

一丁目 １ ２ ３ ２ 

二丁目 ２ ３ ２ ２ 

三丁目 ２ ２ ３ ３ 

弥 生 
一丁目 １ ２ １ １ 

二丁目 １ １ ２ ２ 

湯 島 

一丁目 １ １ １ １ 

二丁目 ２ １ １ １ 

三丁目 ２ １ １ １ 

四丁目 １ １ ２ ２ 

 

＜建物倒壊危険度＞ 

 地震の揺れによって建物が壊れたり傾いたりする危険性の度合いを測定したものである。 

 建物倒壊危険度は、地域の建物の種別と地盤分類により測定している。 

＜火災危険度＞ 

 地震が起こると、地震の揺れで発生した火災の延焼により、広い地域で被害を受ける危険

性がある。その危険性の度合いを測定したものである。 

 火災危険度は、出火の危険性と延焼の危険性をもとに測定している。 

＜災害時活動困難度＞ 

 災害時の活動のしやすさ（困難さ）を、地域の道路網の稠密さや広い道路の多さなど、

道路基盤の整備状況から評価したものである。 

＜総合危険度＞ 

 地震の危険性を分かりやすく示すために、地震の揺れによる建物倒壊や火災の危険性を１

つの指標にまとめたものである。 
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第28 土砂災害警戒区域及び特別警戒区域一覧表 

(平成30年10月１日現在) 

区域の所在地 

土砂災害

の発生原

因となる

自然災害

の種類 

土砂災害 

警戒区域 

土砂災害 

特別 

警戒区域 

備考 

文

京

区 

 

大塚５丁目 

急傾斜地

の崩壊 

○ ○  

○ ○  

大塚２丁目 

○ × 所在地の一部は、音羽二丁目。 

○ ○ 
所在地の一部は、大塚一丁目・音羽

一丁目・音羽二丁目。 

大塚１丁目 ○ ○ 所在地の一部は、大塚二丁目。 

目白台１丁目 ○ ○  

関口２丁目 

○ ○  

○ ○  

○ ○  

音羽１丁目 ○ ○  

小日向１丁目 ○ ○ 所在地の一部は、春日二丁目。 

千駄木３丁目 ○ ×  

弥生２丁目 ○ × 所在地の一部は、弥生一丁目。 

湯島３丁目 ○ ○  

本郷１丁目 ○ ×  

※ ○印は区域が存在することを表す。×印は区域が存在しないことを表す。 

※ 詳細については、第34 文京区土砂災害ハザードマップを参照 
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第29 急傾斜地崩壊危険箇所一覧表 

（平成30年10月１日現在） 

 

※危険箇所とは下記の条件（国土交通省基準）を満たす箇所で網羅的にリストアップしたものである。 

①がけ地の傾斜度が30度以上であること。 

②がけ地の高さが５ｍ以上であること。 

③周辺に人家が５戸以上または公共建物があること。 

番号 が け の 位 置
延  　長

(ｍ)
急 傾 斜 度

(度)
高 　 さ

(ｍ)

1 大  塚　５－40 90 50 7

2 　〃　  ５－20 95 45 7

3 目白台　１－18 48 30 6

4 　〃　  １－20 83 35 11

5 関　口　２－10 210 45 10

6 春  日　２－８ 75 45 6

7 白  山　２－３ 135 45 8

8 　〃　  ５－７ 276 35 5

9 西  片　２－７ 71 45 6

10 千駄木　１－11 194 35 8

11 弥  生　２－20 174 45 8

12 　〃　  ２－11 144 55 12

番号 が け の 位 置
延 　長
(ｍ)

急 傾 斜 度
(度)

高    さ
(ｍ)

番号 が け の 位 置
延 　長
(ｍ)

急 傾 斜 度
(度)

高    さ
(ｍ)

1 西　片  ２－14 132 85 7 26 本　郷  ６－12 110 85 6

2 小日向  ２－17 112 60 13 27 西  片  １－13～14 189 60 10

3 目白台　１－８ 107 85 6 28 千駄木  ２－19 201 85 8

4 　〃  　３－26 41 80 7 29   〃    ３－４ 95 30 6

5 関  口  ２－１ 378 30 19 30   〃    ３－11 113 85 8

6 大  塚  １－10 228 80 6 31 湯  島  ３－５ 189 80 8

7   〃    ２－３ 129 70 11 32   〃    ３－19 134 85 8

8   〃    ５－16 152 90 6 33   〃    ３－28 41 85 5

9 音  羽  １－10 57 85 5 34 春  日  ２－13 92 80 7

10   〃    １－６ 132 80 6 35 千駄木  ３－２ 39 80 5

11 小日向  ２－22 99 85 7 36 大  塚  一丁目 110 42 8

12   〃    ２－16 78 80 6

13 春  日  １－９ 137 85 7

14   〃    ２－４ 203 85 6

15   〃    ２－21 117 85 7

16   〃    ２－16 75 50 10

17 千  石  ２－16 261 80 10

18 小石川  ２－19 81 60 10

19   〃    ３－17 119 45 7

20 白  山  １－34 216 85 6

21   〃    ２－19～20 125 85 8

22   〃    ５－24 125 85 5

23 本  郷  １－１～３ 113 85 6

24   〃    １－５ 123 85 8

25   〃    １－33 176 85 7

＜人工斜面＞　(36か所）

＜自然斜面＞　(12か所）
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第30 東京都水防計画に基づく水防上注意を要する箇所 

＜洪水、高潮、堤防・護岸の強さ＞ 

 河川名 左右岸 位 置（目標） 陸閘(ｍ) 
所管 

事務所 

1 神田川 右 
新宿区新小川町～水道町 

（隆慶橋～石切橋） 

100 

陸閘５箇所 

東京都建設局 

第三建設事務所 

2 神田川 左 
文京区後楽二丁目～水道二丁目

（隆慶橋～華水橋） 

160 

陸閘８箇所 

東京都建設局 

第六建設事務所 

3 神田川 右 
文京区関口一丁目 

（古川橋～華水橋） 

60 

陸閘３箇所 

東京都建設局 

第六建設事務所 

 

＜工事施工＞ 

 河川名 左右岸 位 置（目標） 延長(ｍ) 
所管 

事務所 

1 神田川 右 新宿区新小川町（白鳥橋下流） 70 
東京都建設局 

第六建設事務所 
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第31 文京区水害ハザードマップ 
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第32 神田川洪水ハザードマップ 
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